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緒 言

BCG1.5個 月 間培養 ヨリ生濾液(NF)及 ピ煮濾

液(FK30ノ)ラ 得、 異名菌 ナル黄色葡萄状球菌 ノ

正常喰燈 作用 二封 スル影響 テ検 シタル ニ生濾液

ハ喰燈作用 テ却 テ正常以 下 ニマデ阻害 セルニ反

シ、煮濾液 ハ之 テ正常以上 二」曾強 セ リ。此故 二

BCGモ 亦 タ 「イムペ ヂ ン」ラ産出 スルモ ノナル

コ トガ明 白 トナ リタ リ(第1報)。

本報 告 二於 テハ同名菌 ナルBCGガ 喰 燈 セラル

ルニ當 リテ生菌液 ト煮菌液 トニ於 テ果 シテ如何

ナル差別 テ示 スモ ノナル カラ比較 スル所 アラ ン

ト ス 。

實駿材料

1.生 菌 液

5%「 グ リセ リン」加 肉汁 中二BCG菌 テ1.5個

月培養 シ、液面 ヨ リBCG菌 テ探取 シ、豫 メ滅

菌 乾燥 セル瀬 戸製乳鉢 中一テ殆 ン ドカ テ加 ヘズ

シテ丁寧 二摺 ル コ ト1時 間(瀬 戸製乳 鉢 ハ2年

以上 ノ使 用 一テ、 内面 ノZF滑 トナ レルモ ノテ用

ヒタ リ.而 シテ強 ク摺 ル時 ハ瀬戸 ノ細粉菌液 中

二多量 二混 ズルガ故 二力 テ加 ヘザル コ ト最 モ肝

要 ナ リ)次 デ 之 テ0.85%食 盟 水中二 浮游 セシ

メタ リ。

該菌 液 二就 キ鳥潟教授 ノ沈澱計 ニテ3000同 轄

30分 間 遠心 シ菌量1度 目、即 チ約0.OOO79E、

2度 目帥 チ約0.0014耗 、4度 目、即 チ約0.0028

耗 及 ピ6度 目即 チ約0.0042耗 ノモ ノ、都合4種

ノ生菌液 テ作 レリ。

2.煮 菌液

前記 ノ如 ク シテ得 タル1度 目乃至6度 目 ノBC

G菌 液 二更 一8度 目BCG菌 液 ラ追加 シ、各種

菌液 ノー部 テ100℃ ニ テ沸謄 シツ ・アル重 湯煎

中 一テ30分 間加熱 セルモ ノナ リ.

生 ・煮菌液共 二各 々硬質硝子製共 ロ瓶 二入 レ、硬

質硝子 テ以 テ製 シタル直径0.4糎 ノ硝 子球 テ混

入 シテ、 振 盈装置 ニテ3-4時 間振 盈 シ直 チニ

使 用 セ リ。

3.0.85%食 盟 水液

4.白 血球液

中性肉汁10・0耗 ラ禮重350瓦 内外 ノ健 常海瞑

雄 ノ腹腔 内二注射 シ、4時 間後硝子 毛細管 ニテ

腹腔 テ穿刺 シ得 タル白濁 セル腹 水 テ其儘使 用 セ

リ。
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生菌液ハ實験當 日製作セルモノ、煮菌液ハ調製 後2週 間以内 ノモ ノラ使用 セリ。

實験方法

第1報 ト同様 ナ リ。

實 駿 成 績

検査成績 ハ第1表 及 ピ第1圖 二示 サ レタ リ。

第1表BCG生 ・煮雨菌液二就テノ最大喰菌作用 ノ比較(2回 槍査ノqu均)

可楡
液

菌 液 中 ノ 菌 丑

1度 目 2度 目

「ギ

4度 目 6度 目 8度 目

喰1劇 子 喰1菌
一 皿

喰1菌1子 喰1劃 子 劇 劇 子
煮菌液 7.5

一 一

3.5 1÷学
16.75 10・25111・25 21.5

12.5

10.25 23.5 15.25 22.0 37.25 12.0

『 1禦12銑o生菌液 7.5 翫751a751 10.0 ほlil5122.0 5.75 、5.75 11.5 =
r

第1固 生・煮雨菌液二於ケル最大喰菌作用 ノ比較(第1表 参照)
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所見拉ビニ考察

BCG生 菌 液及 ピ煮菌液 ラ 以 テ ノ試 験管 内喰菌

現象 二於 テハ何 レノ菌 量 二於 テモ生菌液 ハ煮菌

液 ヨリモ小 ナル喰菌子 テ與 ヘ タ リ。 生煮雨菌液

テ以 テ ノ雨者喰菌子 ノ最大値 ラ比較 スル ニ生菌

液 ハ煮菌液 ヨリモ著 シク劣弱 ナル喰菌作 用 テ示

シタ リ。 喰菌子 ハ生菌液 二於 テハ4度 目 ノモ ノ

ガ最大22.0ニ シテ 煮菌液 二於 テノ・6度 目ガ最

大37.25ト ナ リタ リ。

以上 ノ實験 成績 ハ全 ク同一條件 下 二於 テ行 ハ レ

タ リ。然 ルニ雨者 ノ間 ニカ ・ル差異 ガ現 ハ レタ

ルハー 二「生」「煮」ノ別 ニノ ミ蹄 スルモ ノナ リ。

生菌液 ハi死二謹 明 セ ラレタル如 ク「イムペヂ ン」

ラ含有 スル ガ故 二其 ノ喰儘 ハ 「イムペ ヂ ン」テ含

有 セザル煮菌液 ヨリモ當然小 ナルベ キ理 ナ リ。

然 レドモ生菌液 二於 テモ喰菌子 ハ1度 目,2度

臥4度 目 ト次第 二上行位相 テ トリ4度 目 二至

リテ最高 二達 ス。6度 目二至 リテ下行位相顯著=

トナ リタ リ。是即 チ過 大 ナル抗原 二因 スル所謂

陰性期(NegativePhase)ノ 登 現 ナ リ。

煮菌液 二於 テハ加熱 一 ヨリテ「イムペヂ ン」破却

サ レ居 ルガ故 二喰菌作 用ハ抑制 テ蒙 ラズ、從 ツ

テ抗原性能働力 ハ全部 的 二登揮 セ ラレ、喰菌子

ノ著大 ナル壇 加 テ來 セル ナ リ.而 シテ喰菌子 ハ

1度 目菌 液 ヨリ6度 目菌液 二至ル迄 デ漸次 二上

行位相 テ トリ、6度 目菌液 二至 リテ最 高 二達 シ、

8度 目菌液 二至 リテ始 メテ 下行位相 テ示 シタ

リ、是 レ煮菌液 ト難 モ菌 量(抗 原量)過 大 二失 ス

ル時 ハ却 テ抗 原性能働力 ガ抑制 セラレ陰性期 テ
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壌 現 スル コ トラ鐙 人ルモ ノナ リ。

生菌液 ハ4度11以 卜孟テ、煮菌液 ・・6度lI以 上

一テ下行位相 テ取 ルニ至 リシコ トハ生菌液 ノ作

用域(Wirkungsbreite)ハ 鴛i塩液 ヨリモ油 力a

小 ナル コ トテ示 スモ ノナ リ.臼 ムペヂ ン」含有

抗 原 ガ「イムペ ヂ》1破 却抗原 二比 シ作用域 小 ナ

ル コ トハ既 二1ヒ人 ニ ヨリテ1一分 二立澄 セ ラレタ

ルー般的 ノ現象 ニ シテ、 是印 チ「イムペ ヂン」阻

止作用 ロ ヨリテ所謂陰 性期 ガ早期 二搬現 スル コ

トニ歴帝スルモ ノナ リ。

以上 ノ事實 ノ見地 ヨリ観察 スル時 ハ下 ノ如 クナ

ルベ シ、即 チ生BCG菌 液 ハ4度11以 上 ノ使用

トナ レバ 却 テ免疫敷果 ノ減弱 テ來 スモ ノニ シ

テ、動物 ハ コレ以 上 ノ使 用 二堪 エザルモ ノナ リ。

同一條件下 二於 テ煮BCG菌 ハ優 二4度 目以 上

ノ使 川 昌堪 工b6度 目以1:ト ナ ルx及 ピテ始 メ

テ免疫数果 ノ減弱 ラ來 スモ ノナ リ。

或 ハ4度llト 樗 シ、或 ハ6度 目 トβフハb一 定

條件一定動物 ノコ トニ シテb要 ハ 『生BCG菌

液 ハ煮BCG菌 液 二比 シ反慮域 明白 二小 ナルガ

故 昌大鑑 ノ使 用 三ハ適 セズ」 トノ結 論 二鯖著 ス

ルモ ノナ リ。是即 チ 「イムペヂ ン」含有抗原 ト

「イムペヂ ン」破却抗原 トノ間 二横 ハルー ツ ノ差

別貼 ナ リ。

即 チ喰菌 子 ノ値 テ以 テス レバ生BCG-=テ ハ如

何 二其 ノ用量 テ壇加 スルモ、4度 目以 上 ノ使 用

二適 セズ、而 シテ 其際 ノ最大慣 ハ22.0ナ リ。

之 二封 シ煮BCG菌 ニ テハ優 二6度 目 ノ作 用 」

堪 工、 而 シテ 此際 ノ最大償 ハ37.25一 シテ生

BCGヨ リモ59:封100ノ 比 二於 テ大 ナ リ。

結 論

1)生 菌 液 ニ ア リテハ4度 目菌液 ガ他 ノ何 レ ノ

菌量 ヨリモ最大 ナル喰菌作 用 ラ惹起 シタ リ。 此

際喰菌子 一22.0

2)煮 菌液 ニア リテハ6度 目菌液 ガ最大喰菌作

用 テ呈 シタ リ。此際喰菌子=37.25

3)生BCGハ 煮BCGヨ リモ少量 ニテ既 二陰

性期(NegativePhase)テ 惹起 スルモ ノナ リ。換

言 ス レバ生BCGノ 作 用域(Wirkungsbreite)

ハ煮BCGヨ リモi遙 カニ(6ccm封4ccm)小

ナ リ。 而 シ テ其 ノ達成 シ得 ル 最大喰菌作用

ハ37.25:22.0=100:95ノ 比 二於 テ小ナ リ。

41伍bしUハ 京bしUノ 如 ク入重 二裸 用 入ル

事不可能 ナルモ ノ…シテ、 且 ツ煮BCG二 比 シ

抗原能働 力100封59ノ 比 二於 テ絶封 二小 ナ リ。

5)BCGノ 「イムペ ヂ ンーハ異 名菌 ノ喰燈 ノ

ミナラズ、 同名菌 ノ喰儘 二際 シテ モ亦 タ明白 ナ

ル阻 止作 用(最 大喰 菌子 ノ弱小、作 用域 ノ狭小)

ラ示 ス モノナ リ。(「イムペ ヂ ン」ハ同名 タル ト異

名 タル トテ問ハ ズー切 ノ喰菌作用 ラ阻害 シ、且

ツ他 ノー般 ノ免疫的機韓 ヲ阻害 スルモ ノタル事

ハ既 二十分 二立謹 セラレタル所 ナ リ)。
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